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は じ め に

コアホウドリ Diomedea immutabilis は，アホウドリ科

に属し，そのほとんどがハワイ諸島の島々で繁殖してい

る（百瀬，２００２）．日本においては，１９２９年に伊豆諸島

の鳥島にて繁殖が確認されているがその後絶滅し，現在

では小笠原諸島聟島列島にある聟島属島の鳥島でのみ繁

殖が確認されている（大野，１９５５；倉田，１９７８；山階，

１９３１）．日本近海では夏季は北海道太平洋沖，冬季は本

州および四国の太平洋沖，伊豆諸島，小笠原諸島近海で

よく見られるとされている（桐原，２０００）．今回，瀬戸

内海沿岸において本種一羽が保護された．本種の記録は

日本鳥類目録改訂第６版（日本鳥学会，２０００）に「四

国」と記述があるものの愛媛では初記録である．筆者ら

は２００４年１２月１０日に愛媛県西条市において保護され，愛

媛県立とべ動物園に収容されたコアホウドリを確認する

機会を得たので報告する．

保護の状況および記録

本個体は，２００４年１２月９日西条市朔日市のクラレ機工

株式会社（３３°５５′５９″Ｎ，１３３°１０′４７″）の敷地内にて発見

された（図１）．翌日，移動はしているものの同じ場所

にいるため，西条地方局林業課を経由し愛媛県立とべ動

物園に搬入された．本個体は，背と翼の上面は黒褐色で

体の残りの部分はほとんど白く（図２），特徴的な目の

前の黒色と尾の先が黒いこと（図３），翼開長が約２０００

�と長く翼が細長く尖った形をしていること（高野，
２００４；岡，１９９８）からコアホウドリであると判定した．

性別については，雌雄同色であることから判別は出来て

いない．また，本種の幼鳥や若鳥は，嘴が灰色みを帯び

ているとされている（真木・大西，２００２）．本個体は嘴

が灰色みを帯びることから若鳥の可能性があると考えら

れた（図４）．搬入された時点での状態は衰弱している

ものの大きな外傷はなく，嘴の前にコアジをぶら下げる

と食いつく意思が見られたが採食には到らず強制給餌し

た．保護当時は段ボール箱にて飼育していたが，羽繕い

をする回数が増えたため１２月１３日に３００×３００�の保護施
設（図５）に移動させた．１２月１５日，バット内の水に浮

かせたコアジを自力採食するようになり，体重は保護時

の１．８�から２．２�に増え，水に浮かせると浮かぶように
なった．同時に健康診断として血液検査（表１）も行っ

た．この結果，AST，LDH，UA の上昇が見られた．

AST，LDH が上昇し CPK が正常値であることから肝疾
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Record of Laysan Albatross Diomedea immutabilis from Saijyo City Ehime Prefecture

Kiyomi Morimatsu, Takahito Yamamoto, Yoichi Maeda

The First record of Laysan Albatross in Saijyo city Ehime prefecture. A weakended Laysan Albatross was rescued

on 10 Dec 2004. The auther fed it with raw horse mackerel, inspected blood examinations.

After 10days,We released on the Pacific Ocean (33°12′8″N, 134°8′6″) bearing a metal ring lettered Japan 12A-

03465.
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図１ 黒いポイントが保護場所と放鳥場所

１ 愛媛県立とべ動物園
２ 愛媛県総合科学博物館 学芸課 自然研究科
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図２ 背と翼の上面は黒褐色で体の残りの部分はほとんど白い 図３ 特徴的な目の前の黒色と尾の先が黒い

図４ 幼鳥や若鳥は，嘴が灰色みを帯びている 図５ ３０００×３０００�の保護施設

図６ 高知県室戸沖（３３°１２′８″Ｎ，１３４°８′６″）にて放鳥
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患が疑われた（海老沢，２００３）．UA は上昇しているが

IP が上昇していないため腎機能は正常であると考えら

れた．TP は正常範囲内であるため飢餓状態からは脱し

ていると診断した（B．H．コールズ，２００２）しかし，コ

アホウドリの血液データはないため，一般的な鳥の血液

検査データを参考にした．放鳥は，肝疾患が疑われるが

翼の筋力の低下を恐れ，体重の増加と自力採食の開始を

目安に出来るだけ早い時期の放鳥を目指した．１２月１８

日，愛媛総合科学博物館山本学芸員の協力を得て標識調

査用足環（１２A-０３４６５）を装着し放鳥に備えた．

１２月１～９日までの気象状況は穏やかであり平均気温

は９．３～１４．４℃，平均風速は１．６～６．３�／s であった．こ

の個体が迷行した原因は不明だが，４，５日の間に雨が

降り風向西の最大風速１１�／s となっている．衰弱した

個体が太平洋側から流され飛翔力を失い落下したと考え

られた．

発見から１０日後，大阪高知特急フェリーの協力を得て

１２月１８日２２時５７分に高知県室戸沖（３３°１２′８″Ｎ，１３４°８′

６″）にて放鳥を行った（図６）．場所は，室戸岬灯台よ

り２１７度４４４５�，天候は曇，風向東北東，風力６～７
�／s，気温１３℃，高知沖の海水温２４℃であった．放鳥時

には，風にあおられ船に激突すること，海に浮かんだ場

合スクリューに巻き込まれる恐れを考え船後部の風下か

ら放鳥した．コアホウドリは暗視適応の高いことが知ら

れているが（Nagahisa，１９８８），放鳥後は着水し海に浮

かんでいるのを確認した．

計 測 値（保護時）

体重１．８�，露出嘴峰長１７０�，自然翼長４９０�，翼開
長１９６０�，ふしょ長９７�，尾長１９５�（図２，３）．
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TP ３．８g／dl Ca １０．０mg／dl T-Bil ０．９mg／dl

Alb ＜１．０g／dl CPK ４９１IU／L LDH １２３９IU／L

BUN ＜５mg／dl Mg １．２mg／dl ALP ６０２IU／L

UA ＞２０．０mg／dl AST ６６７IU／L Na １４９mmol／L

CRE ０．６mg／dl ALT １１２IU／L K ３．２mmol／L

Amy ５０５IU／L GGT ＜１０U／L Cl １２８mmol／L

Glu ２３２mg／dl T-Cho ２８８mg／dl Ht ２４％

IP ０．８mg／dl TG １３３mg／dl 直腸体温 ３９．５℃

表１ 採血年月日２００４年１２月１５日の血液化学検査結果
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